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2022（令和4）年10月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

全全建建愛愛知知LLIINNEE
最最新新情情報報配配信信中中！！

おお友友だだちち追追加加方方法法

①①QQRRココーードドでで
追追加加
②②IIDD検検索索でで追追加加
@nai4725p

秋秋のの組組織織拡拡大大強強化化月月間間 1100月月～～1122月月

めざせ！15,000人の組合
全
建
愛
知
組
織
部
は
八
月
二
十
八
日
（
日
）、「
組
織
拡
大
出
陣
式
」
を
全
建
愛
知
会
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
全
建
総
連
か
ら
竹
谷
組
織
部
長
を
お
招
き
し
、
二
十
二
支
部
総
勢
三
十
六

人
が
集
結
し
ま
し
た
。出
陣
式
の
最
後
は
、青
年
部
長
の
発
声
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、

参
加
者
全
員
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

組組
合合
員員
とと
のの
対対
話話
かか
らら
……

鈴
木
執
行
委
員
長
の
挨
拶
に

続
き
、
杉
浦
組
織
部
長
か
ら
の

基
調
報
告
で
は
「
秋
の
組
織
拡

大
強
化
月
間
の
成
功
に
向
け

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
策
を
優
先
し
て
い
た
だ

き
、
組
合
員
に
寄
り
添
う
こ
と

を
拡
大
行
動
の
主
軸
に
お
い

て
、
例
え
直
接
会
え
な
く
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て

組
合
員
と
の
対
話
を
重
視
し
、

仲
間
に
寄
り
添
う
行
動
展
開
が

必
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
理

由
に
組
織
拡
大
の
士
気
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
拡
大
行
動

を
実
行
さ
せ
る
工
夫
も
重
要
と

な
り
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。今今

やや
るる
べべ
きき
ここ
とと
をを
……

全
建
総
連
／
竹
谷
組
織
部
長

か
ら
は
「
全
建
愛
知
の
組
合
員

数
は
順
調
に
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
愛
知
県
内
に

お
け
る
建
設
従
事
者
数
二
十
七

万
二
千
九
百
七
十
五
人
の
内
、

全
建
愛
知
の
組
合
員
数
は
（
六

月
一
日
現
在
）
一
万
四
千
三
百

九
十
八
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
組

織
率
五
・
二
七
％
と
、
と
て
も

低
い
状
況
で
す
。
よ
っ
て
、
組

織
拡
大
行
動
の
余
地
は
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
出
来
る

こ
と
を
行
動
に
、
や
る
べ
き
こ

と
を
行
動
に
移
す
。
今
、
こ
の

時
こ
の
瞬
間
も
全
国
の
仲
間
が

ど
こ
か
で
行
動
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な

い
と
は
せ
ず
に
、
出
来
る
こ
と

を
・
今
や
る
べ
き
こ
と
を
全
て

の
仲
間
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て

困
っ
て
い
る
仲
間
が
い
れ
ば
救

い
の
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
」

と
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「「
想想
いい
」」
とと
「「
行行
動動
」」
……

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
の
学
習

会
が
行
わ
れ
た
後
、
渡
邉
組
織

拡
大
推
進
委
員
長
か
ら
「
先
程

の
講
演
で
学
ん
だ
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
『
想
い
』
と
『
行
動
』

が
あ
れ
ば
、
必
ず
出
来
る
！

『
と
も
に
』
行
動
し
、
こ
の
逆
境

を
ひ
っ
く
り
返
そ
う
！
を
胸
に

秘
め
、
一
万
五
千
人
の
組
合
め

ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
総
括
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
伊
藤
青
年
部
長
に
よ

る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
、

組
織
拡
大
出
陣
式
が
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

目目
標標
にに
向向
かか
っっ
てて
力力
をを
合合
わわ
せせ
よよ
うう

秋の組織拡大強化月間に向けて団結ガンバロー

全建総連 竹谷組織部長

日
頃
は
、
全
建
愛
知
の
組

織
拡
大
行
動
に
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
予
断
の
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
私
た
ち
の
仕
事
と

暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
こ
の
先
、
収
束
の

兆
し
が
全
く
見
え
な
い
不
安

を
抱
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
秋
の
組

織
拡
大
強
化
月
間
（
十
月
～

十
二
月
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
全
建
総
連
の
組

織
人
員
は
約
七
千
人
減
少
す
る

大
変
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
私
た
ち
全
建
愛
知

の
組
織
人
員
（
九
月
一
日
現
在

／
一
万
四
千
五
百
六
十
七
人
）

は
安
定
し
た
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
行
動
制
限
が
強
い
ら
れ
た

中
、
組
織
拡
大
の
炎
を
絶
や
す

こ
と
な
く
行
動
し
て
い
た
だ
い

た
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の

お
陰
で
す
。

皆
様
の
ま
わ
り
で
、
ま
だ
組

合
未
加
入
の
方
が
お
み
え
で
し

た
ら
、
ぜ
ひ
、
組
合
に
加
入
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
す
ぐ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
切
実
な
思
い
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
組
織
拡

大
行
動
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
策
を
最
優
先
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
出
来
る
限
り
秋
の
組

織
拡
大
行
動
に
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

出出
来来
るる
限限
りり
ごご
協協
力力

おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす

全建愛知 杉浦組織部長

全全建建愛愛知知 結結成成5500周周年年
記記念念式式典典・・祝祝賀賀会会開開催催

９月25日（日）、全建愛知結成50周年記念式典・祝賀会を名古屋東

急ホテル（名古屋市中区）で来賓・本部・支部・役職員等総勢300名

ほどの参加のもと開催しました。

記念式典・祝賀会は盛大に開催

され、これまでのあゆみを振り返

りながら、新たな歴史に向かって

励むことを誓いました。

詳細は、次号にてお伝えいたし

ます。
記念式典の様子
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要要
予予
約約

①①
以以
外外
でで

受受
診診
すす
るる
場場
合合
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（２）2022（令和４）年10月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

健健
康康
診診
断断
のの
受受
診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て

「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家

族
被
保
険
者
」
に
限
り
ま

す
。但

し
、
二
十
歳
未
満
の
家

族
被
保
険
者
の
方
が
希
望
す

る
場
合
は
、
実
費
負
担
で
受

診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合

員
及
び
組
合
員
外
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組

合
員
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
（
市
町
村
・
協
会

け
ん
ぽ
等
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診

（
二
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま

れ
た
健
診
を
実
費
負
担
な
し

で
受
診
で
き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

をを
ごご
確確
認認
くく
だだ
ささ
いい
。。

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

表表
１１
「
契
約
健
診
機
関
一

覧
表
」
よ
り
、
健
診
機
関
を
選

択
し
、
ご
自
身
で
健
診
予
約

を
二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合

員
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
受
診
日
当
日
、

必
ず
窓
口
へ
「
健
康
保
険

証
」
を
呈
示
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で

待
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム

ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加

（
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
等
）
は
可
能
で
す

が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は

自
己
負
担
、
当
日
払
い
に

な
り
ま
す
。

②②
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」
以

外
で
受
診
し
た
場
合
、
中
建

国
保
の
規
定
の
条
件
（
受
診

者
資
格
・
健
診
項
目
）
を
満

た
し
て
い
な
い
と
補
助
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

③③
事事
業業
者者
健健
診診

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の

従
業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
事
業
者
健
診
の
実
施

義
務
が
優
先
す
る
た
め
、
中

建
国
保
は
、
特
定
健
診
の
結

果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し

て
上
限
一
万
一
千
円
を
支
払

い
ま
す
。
ま
た
、
「
①
契
約

健
診
機
関
」
の
受
診
も
可
能

で
す
。
そ
の
際
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま

た
は
五
人
以
上
の
従
業
員

が
い
る
個
人
事
業
所
で
健

保
適
用
除
外
手
続
き
を
し

て
い
る
事
業
所

補補
助助
金金
額額

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

の
健
診
を
受
診
し
た
場
合
、

上
限
一
万
一
千
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

④④
巡巡
回回
健健
診診

未
受
診
者
の
方
を
対
象
と

し
て
、
案
内
を
送
り
ま
し

た
。
ご
予
約
の
上
、
ご
受
診

く
だ
さ
い
。

⑤⑤
節節
目目
健健
診診

年
度
中
に
四
十
歳
、
四
十

五
歳
、
五
十
歳
、
五
十
五
歳
、

六
十
歳
、
六
十
五
歳
、
七
十

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

が
、
特
定
健
診
に
か
え
て
、

人
間
ド
ッ
ク
（
表表
２２
「「
必必
須須

検検
査査
項項
目目
」」
を
含
む
）
費
用

が
三
万
円
以
上
の
健
診
の
場

合
、
健
診
費
用
に
応
じ
て
補

助
を
し
ま
す
。
健
診
費
用
が

三
万
円
以
上
四
万
円
未
満
の

場
合
、
補
助
額
は
一
万
五
千

円
。
四
万
円
以
上
の
場
合
、

二
万
円
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
三
万
円
未
満
の
場
合

は
、
一
万
一
千
円
ま
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受
診
率
六
十
七
・
〇
％
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

例
年
、組
合
の
集
団
健
康
診
断
は
六
月
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
組
合
員
さ
ん
と
ご
家
族
の
安
全
を
考
慮
し

て
、
引
き
続
き
、
今
年
度
も
開
催
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
す
る
場
合
は
、
集
団
健
康
診
断
以
外
の
掲
載
の
受
診
方
法
で
対
応
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

何
か
と
ご
不
便
や
ご
負
担
な
ど
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
に
も
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健健
康康
診診
断断
のの
おお
知知
らら
せせ

注意事項

集集団団健健康康診診断断以以外外のの受受診診方方法法

契約健診機関以外でも下記「必須検査項目」を受診することで、補助が
受けられます。
（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

下記、契約健診機関で、中建国保の組合員として予約をすることで無料で受診
することができます。

表表１１ 契契約約健健診診機機関関一一覧覧表表
表表２２ 必必須須検検査査項項目目

Ⓐ【基本健診項目】
■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

収縮期血圧・拡張期血圧

■血液検査

中性脂肪・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロール・ＧＯＴ・

ＧＰＴ・γ―ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ・空腹時血糖または随時血糖（食後）

■尿検査

尿糖・尿たんぱく

Ⓑ【胸部直接レントゲン撮影】
間接レントゲンは不可

Ⓒ【がん検診】
がん検診であれば項目は問いません

【詳細な健診項目】（医師の判断による追加項目）

心電図・赤血球数・血色素量（ヘモグロビン値）・ヘマトクリット値・眼底検査

Ⓐ基本的な健診項目…………補助額7,000円（最大）

Ⓑ胸部直接レントゲン撮影…補助額2,000円（最大）

Ⓒ各種がん検診………………補助額2,000円（最大）

「Ⓐの基本健診項目」を満たしていないと補助が受けられない場合があります。

昨年も前倒しで巡回健診を開催しましたが、今年も更に開催を早め実施
します。未受診者を対象に案内を発送しました。中建国保へ新たに加入され
た方も、ご案内を随時発送いたします。

また、健診項目については、特定健診に必要な基本項目、大腸がん検診及
び労働安全衛生法による必須項目のほか、次の独自の項目が追加されます。
【巡回健診の追加項目】
�肝・胆道系検査（ＴＰ、Ｔ―Ｂｉｌ、Ａｌｂ、ＣｈＥ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ＬＡＰ）
�腎臓系検査（ＢＵＮ、クレアチニン、ｅＧＦＲ、ＵＡ）
�膵臓系検査（アミラーゼ）
�貧血検査（Ｆｅ、ＴＩＢＣ、ＵＩＢＣ）
※節目健診の補助を希望される方は、巡回健診の受診はできません。

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診機関」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、「女性専用」の健康診断機関になります。ご注意ください。

※表１★印以外の契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レン

トゲンデータやフィルムを組合までご提出ください。

適用除外事業所（法人・従業員5人以上の個人事業所）についても表２「必須検査
項目」を受診することで補助が受けられます。
（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

予約受付時間

月～金曜日8：50～17 : 00

土曜日8：50～12：00

月～金曜日
9：00～16 : 30

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）9：00～13 : 00

火～土曜日
9：00～17 : 00

月火水金曜日9：00～19 : 00
木土曜日9：00～11 : 30担当：高見

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 30

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 00

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日9：00～11 : 00

月～金曜日
9：30～17 : 00

月～金曜日9：00～17 : 30
土曜日9：00～12 : 30

月～金曜日10：00～17 : 00
土曜日10：00～14 : 00

月～金曜日8：30～17 : 30
土曜日8：30～12 : 30

火～土曜日
8：30～16 : 00

月～土曜日
8：30～17 : 00

月～金曜日8：00～18 : 00
土曜日8：00～17 : 00

月～水・金曜日8：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日8：30～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～水・金・土曜日
9：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-732-2200

0533-59-7171

0566-75-7515

052-481-9191

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217
0567-28-5151

（内線3111）

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１
名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F

名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137
名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

★名古屋セントラルクリニック

★国際セントラルクリニック

★大名古屋ビルセントラルクリニック

★和合セントラルクリニック

★オリエンタル労働衛生協会

★オリエンタル蒲郡健診センター

★三河安城クリニック

★ライフ健康クリニック

★瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

②②契契約約健健診診機機関関以以外外でで受受診診すするる（（個個人人健健診診））

④巡回健診 【要予約】

【年度内随時】

①①契契約約健健診診機機関関でで受受診診すするる 【【要要予予約約】】

③③事事業業者者健健診診

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま
で
に
お
済
ま
せ

い
た
だ
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で
、
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・

飴
な
ど
も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
健
診
補
助
は
、
年
度
内
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か

一
つ
に
な
り
ま
す
。
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受講資格一般建築物
石綿含有建材調査者講習

大気汚染防止法の改正により、建物の解体・改修工事時の石綿飛散防止対策が強化さ

れました。事前調査を実施するために必要な知識を有する者として、「石綿含有建材調

査者」が行うことが義務付けられました。講習を受講し修了考査に合格すると、一戸建

て等を含む全ての建築物の事前調査ができる有資格者となります。

建築物の解体・改修工事の事前調査は、
「石綿含有建材調査者」の資格が必要です

２２００２２３３年年
１１００月月施施行行

■開催日時 11月開催：令和４年11月 １日（火）～ ２日（水）

１月開催：令和５年 １月19日（木）～20日（金）

・１日目（座学講習）９時～17時30分予定

・２日目（座学講習・試験）９時～17時30分予定

※２日間全てに参加していただきます

■講習会場 全建愛知会館

■定 員 25名

■受 講 料 48,600円（税込・テキスト代含む）

■内 容 講義（座学）・試験

※資格取得には、全て講義を受講後に修了考査（試験）に合格する

ことが必要です。

■募集期間 11月開催：令和４年 ８月17日（水）～10月 ７日（金）

１月開催：令和４年10月11日（火）～12月23日（金）

■受講資格 全建愛知の組合員、および組合員の従業員のみ。

なお、右表のいずれかの受講資格（受講区分）を満たす必要があり

ます。実務経験を証明する書類が必要です。

■申込・問合 労働対策部

全建総連では、建築大工の関係団体として一般社団法人建設技能人材機構（ＪＡＣ）に正会員として加入したことにより、組合員受入事業者は特定技能

外国人の「建築大工」職種のみの受け入れが可能となっていました。

しかし、建設分野の特定技能に係る区分の再編により、「全職種」の受け入れが可能となったため、全建愛知では「全職種」の特定技能外国人の受け入

れの申請を受け付けることになりました。

組組合合員員事事業業所所証証明明書書のの申申請請
（１）組合員受入事業所は、全建愛知に「全建総連組合員事業所証明 申請

書兼誓約書（申請書）」を提出。

「申請書」には、「全建総連事務手数料振込証明書」を添付。

全建総連は、組合員受入事業所に対して「全建総連組合員事業所証明

書（証明書）」を発行・送付。

行行動動規規範範のの遵遵守守
（２）組合員受入事業所は、ＪＡＣが定める「特定技能外国人の適切かつ円

滑な受入れの実現に向けた建設業界共通行動規範（行動規範）」を受入

申請前に十分確認し、遵守する。

全建愛知は、「行動規範」を組合員受入事業所に手交し、説明する。

受受入入負負担担金金等等のの額額
（３）組合員受入事業所が負担する受入負担金等の額は、以下の通り。

①ＪＡＣに支払う受入負担金

海外試験合格者（ＪＡＣが指定する海外教育訓練を受ける場合）

月額20,000円／人

海外試験合格者（ＪＡＣが指定する海外教育訓練を受けない場合)

月額15,000円／人

国内試験合格者 月額13,750円／人

試験免除者（技能実習２号修了者等） 月額12,500円／人

②全建総連事務手数料

１申請あたり30,000円（消費税込）に加えて、

受入１人あたり5,000円（消費税込）。

（例）３人受入れの場合⇒30,000円＋（5,000円×３人）＝45,000円

受受入入負負担担金金等等のの収収納納方方法法
（４）受入負担金等の収納方法は以下の通り。

①ＪＡＣに支払う受入負担金

ＪＡＣに対して、直接口座自動振替で収納。

全建総連から組合員受入事業所に対して「証明書」と、ＪＡＣへの「預

金口座自動振替依頼書・自動払込利用申込書（振替依頼書）」を送付。

組合員受入事業所は、ＪＡＣに「振替依頼書」を返送。

②全建総連事務手数料

組合員受入事業所は、以下の口座に振り込みする。

みずほ銀行高田馬場支店 普通 1944882 全国建設労働組合総連合

資資格格のの喪喪失失
（５）組合員受入事業所が以下の一つに該当するときはその資格を喪失し、

全建総連からＪＡＣにその旨を報告する。

①所属組合からの要請があったとき。

②所属組合を脱退したとき。

③その他、「要項」及び「行動規範」の遵守が履行されなかったと全建

総連、または、所属組合が判断したとき。

※申込・問合

技術対策部までご連絡ください。

組組合合員員受受入入事事業業所所にによよるる特特定定技技能能外外国国人人受受入入のの流流れれ
「「
組組
合合
員員
受受
入入
事事
業業
所所
」」��
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愛愛
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にに
代代
表表
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技技
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特特
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れ
の
実
現
に
向
け
た
建
設
業
界
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通
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規
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実務経験年数

卒業後の建築に関する

実務経験年数：２年以上

卒業後の建築に関する

実務経験年数：３年以上

卒業後の建築に関する

実務経験年数：４年以上

卒業後の建築に関する

実務経験年数：７年以上

建築に関する

実務経験年数：11年以上

実務経験年数：２年以上

石綿含有建材の調査に関する

実務経験年数：５年以上

従事経験年数：２年以上

受 講 資 格

学校教育法による大学（短期大学を除く。）において、

建築に関する正規の課程またはこれに相当する課程を

修めて卒業した者

学校教育法による短期大学（修業年限が３年であるも

のに限り、同法による専門職大学の３年の前期課程を

含む。）において、建築に関する正規の課程またはこれ
に相当する課程（夜間において授業を行うものを除

く。）を修めて卒業した者

（専門職大学の前期課程にあっては、修了した者）

「２」に該当する者を除き、学校教育法による短期大
学（同法による専門職大学の前期課程を含む。）また

は高等専門学校において、建築に関する正規の課程又

はこれに相当する課程を修めて卒業した者

学校教育法による高等学校または中等教育学校におい

て、建築に関する正規の課程またはこれに相当する課
程を修めて卒業した者

「１～４」に該当しない者（学歴不問）

建築行政または環境行政（石綿の飛散の防止に関する

ものに限る。）に関わる者

特定化学物質等作業主任者技能講習を平成18年３月
までに修了した者

石綿作業主任者技能講習を修了した者

（実務経験年数不問）

産業安全専門官もしくは労働衛生専門官、産業安全専

門官もしくは労働衛生専門官であった者

労働基準監督官として従事した経験を有する者

受講
区分

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

「「全全職職種種」」のの受受けけ入入れれがが可可能能特特定定技技能能外外国国人人受受けけ入入れれににつついいてて

募集中
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ヵ
年
の
伸
び
率
を

使
っ
て
推
計
し
、
一
人

当
た
り
医
療
費
を
二
十

万
六
千
九
百
四
十
二
円

（
二
二
年
度
二
十
一
万

七
千
四
百
十
円
、
一
万

四
百
六
十
八
円
減
）
と

積
算
。
増
額
の
要
因
と

し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
者
の
伸
び
に
よ
る

医
療
費
支
援
金
増
に
よ
る
も
の

で
す
。
一
方
、
療
養
給
付
費
、

介
護
納
付
金
は
被
保
険
者
減
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、
予
算
全

体
で
は
、
年
末
の
予
算
策
定
に

向
け
て
、
現
段
階
で
積
算
で
き

る
現
行
補
助
水
準
の
概
算
要
求

を
し
て
い
ま
す
。

年年
末末
にに
向向
けけ
運運
動動
強強
化化

年
末
の
予
算
確
定
に
向
け

て
、
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
・
地
元

国
会
議
員
要
請
行
動
を
は
じ
め

と
し
た
大
衆
運
動
の
発
展
及
び

国
民
医
療
の
拡
充
を
基
本
に
、

引
き
続
き
運
動
の
強
化
を
は
か

り
ま
す
。

ハハ
ガガ
キキ
要要
請請
行行
動動
にに

ごご
協協
力力
をを

概
算
要
求
に
向
け
た
夏
の
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
は
、
二
万
八
千

二
百
二
十
五
枚
の
ハ
ガ
キ
を
投

函
し
ま
し
た
。
今
回
の
秋
の
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
で
は
、
三
万
枚

を
各
支
部
へ
配
分
し
ま
し
た
。

建
設
国
保
に
対
す
る
現
行
補

助
水
準
確
保
に
向
け
、
最
後
の

最
後
ま
で
全
組
合
員
が
一
丸
と

な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「国保組合に対する補助金確保ハガキ」の書き方見本 国保組合概算要求
①

ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
組
合
員
本
人
と
の
続
柄
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
「
私
の
夫
」
、
「
私
の
父
」
、
「
私
の
息
子
、
兄
弟
、
孫
」
な
ど
。

②

必
ず
、
組
合
員
本
人
の
職
種
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
職
業
を
記
入
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③

ハ
ガ
キ
の
文
面
を
書
い
た
方
の
「
住
所
と
氏
名
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

総総
額額
二二
千千
七七
百百
七七
億億
三三
千千
万万
円円
をを
要要
求求

前
年
度
予
算
比
で

二
十
四
億
六
千
万
円
増
を
確
保

※
必
ず
手
書
き
で
お

願
い
し
ま
す
。
コ

ピ
ー
・
印
刷
・
パ
ソ

コ
ン
作
成
は
全
て

不
可
と
な
り
ま
す
。

組
合
で
一
斉
投
函

す
る
た
め
、
こ
の

ハ
ガ
キ
は
必
ず
所

属
支
部
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

夏の要請行動で集約した28,225枚のハガキ

中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風

水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の
災
害

に
よ
り
、
組
合
員
の
自
宅
等
が

被
害
を
受
け
、
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
時
、
三
ヵ
月
分

の
範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。被

害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の

取
り
扱
い
は
、
上
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書

類
（
地
方
自
治
体
か
ら
の
罹

災
証
明
書
・
新
聞
記
事
等
）

が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
問
合

健
康
保
険
・
共
済
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

被害区分による減免額 風風
水水
害害
のの
被被
害害
をを
受受
けけ
らら
れれ
たた
方方

も
し
も
の
時
も
、ご
安
心
く
だ
さ
い

予防接種を受けよう

イインンフフルルエエンンザザ予予防防接接種種
補補助助金金制制度度

【【補補助助対対象象者者】】

接種時点で中建国保の資格のある組合員・家族

【【補補助助対対象象ととななるる接接種種のの時時期期】】

令和４年４月１日～令和５年３月31日

【【補補助助金金額額】】

2,000円

（補助対象者１人当たり年度内２回）

【【必必要要書書類類】】

①インフルエンザ予防接種補助金申請書

申請書は令和４年度中建国保の便利帳63頁以降に添付。

また、中建国保 HP からダウンロードできます。

②下記の条件を満たす書類

・インフルエンザ予防接種を受けたことが確認できるもの

・接種日、接種を受けた方、医療機関名が確認できるもの

例／領収書の原本、接種証明書の写し、母子手帳の表紙及び予

防接種の記録欄の写し等

【【支支給給方方法法】】

補助金は、申請月の翌月末に組合員名義の指定口座に振り込みます。

※問合 健康保険・共済係までご連絡ください。

組
合
員
の
皆
様
、
労
働
管

理
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で

困
っ
た
と
き
は
、
提
携
し
て
い

る
社
会
保
険
労
務
士
に
相
談
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
は
、
無
料
。

労
務
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

三
十
分
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〇
電
話
相
談
�
随
時

〇
労
務
相
談
会
�
予
約
制

�
日
時

十
月
三
十
一
日
（
月
）

午
前
十
時
・
十
時
三
十
分
・

十
一
時
・
十
一
時
三
十
分

（
各
三
十
分
ず
つ
）

�
会
場
�
全
建
愛
知
会
館

�
申
込
締
切
�

十
月
二
十
四
日
（
月
）

※
ご
相
談
の
方
は
、
ま
ず
組
合

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
にに
よよ
るる

社会保険労務士に 賃金
問題 無無

料料
のの
電電
話話
相相
談談
・・
個個
別別
相相
談談
会会
をを
実実
施施

ご 相 談 を ！
労働条件
の変更

セクハラ・
パワハラ

退職・解雇
その他の
労働問題

減免額

保険料３ヵ月分

保険料２ヵ月分

保険料１ヵ月分

被害区分
全焼または

全壊及び全部冠水

半焼または半壊、
床上１ｍ以上の冠水

床上１ｍ未満の冠水

年年度度内内２２回回補補助助

①

②
③
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「
丸
の
こ
等
取
り
扱
い
作
業

従
事
者
特
別
教
育
」
は
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
、
建
築
大
工
・
型
枠
・

内
装
仕
上
で
登
録
す
る
方
が
、

中
堅
技
能
者
に
当
た
る
レ
ベ
ル

２
を
取
得
す
る
上
で
必
要
な
資

格
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

十
月
二
十
五
日
（
火
）

午
後
〇
時
三
十
分
～

午
後
五
時
（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

満
十
八
歳
以
上
で
丸
の
こ
等

（
携
帯
用
丸
の
こ
盤
、
携
帯

用
丸
の
こ
、
可
搬
式
丸
の
こ

盤
）
を
使
用
し
て
行
う
作
業

に
従
事
す
る
方

■
受
講
料

五
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
但
し
受
講
者
が
組
合
員
外

の
場
合

六
千
円

■
定
員

二
十
五
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

■
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
�
６
５
９
�
０
２
８
８

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
連
法

令
に
基
づ
く
、
「
木
造
建
築
物

の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能

講
習
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
は
、
二
日
間
受
講

し
、
規
定
の
成
績
を
得
た
方
に

技
能
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
技
能
講
習

は
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
能
力
評
価
制
度
に
お
い

て
、
建
築
大
工
で
は
レ
ベ
ル

３
、
と
び
で
は
レ
ベ
ル
２
を
取

得
す
る
上
で
必
要
な
資
格
と
な

り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
講
習
を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

十
一
月
十
六
日
（
水
）
～

十
七
日
（
木
）

午
前
九
時
～午

後
五
時
三
十
分

（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

・
二
十
一
歳
以
上
で
木
造
建
築

物
の
構
造
部
材
の
組
立
て
等

の
作
業
に
三
年
以
上
従
事
し

た
経
験
者
。

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、

高
等
専
門
学
校
又
は
高
等
学

校
に
お
い
て
、
土
木
又
は
建

築
に
関
す
る
学
科
を
専
攻
し

て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後

二
年
以
上
木
造
建
築
物
の
構

造
部
材
の
組
立
て
等
の
作
業

に
従
事
し
た
経
験
者
。

■
受
講
料

一
万
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
一
部
講
習
免
除
者
の
場
合

八
千
円

■
定
員

二
十
五
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

■
備
考

（
登
録
番
号

第
一
二
九
七
号
）

■
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
�
６
５
９
�
０
２
８
８

「「
丸丸
のの
ここ
等等
取取
りり
扱扱
いい
作作
業業

従従
事事
者者
特特
別別
教教
育育
」」開開
催催

「「
木木
造造
建建
築築
物物
のの
組組
立立
てて
等等

作作
業業
主主
任任
者者
技技
能能
講講
習習
」」開開
催催

木建作業主任者講習の様子 丸のこ特別教育の様子

十
二
月
十
四
日
（
水
）
～
十

五
日
（
木
）
足
場
の
組
立
て
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
講

師
の
都
合
に
よ
り
、
「
中
止
」

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

既
に
受
講
を
申
し
込
み
さ
れ

て
い
る
方
、
ま
た
は
受
講
を
ご

検
討
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

国
土
交
通
省
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
業
者
団
体
を
登
録
・
公
表
す

る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

団
体
登
録
制
度
」
を
創
設
し
、

全
建
総
連
で
は
、
「
（
一
社
）
全

建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
（
全

リ
協
）
」
を
設
立
・
団
体
登
録
し

ま
し
た
。

登
録
団
体
は
国
土
交
通
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を
掲
載

さ
れ
、会
員
は
国
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
営
業
な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。

【
入
会
資
格
】

１
、
建
設
業
許
可
を
有
す
る
事

業
者

２
、
常
勤
の
建
築
士
も
し
く
は

建
築
施
工
管
理
技
士
が
在
籍

す
る
事
業
者

３
、
国
土
交
通
省
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団
体
登
録

制
度
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
定
め
る
資
格
者
が
常

勤
で
在
籍
す
る
事
業
者

４
、
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
者

㋑
リ
フ
ォ
ー
ム
瑕
疵
保
険
登

録
事
業
者

㋺
常
勤
の
増
改
築
相
談
員
登

録
者
ま
た
は
マ
ン
シ
ョ
ン

リ

フ

ォ

ー

ム

マ

ネ

ー

ジ
ャ
ー
が
在
籍

㋩
常
勤
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
関
わ
る
一
、
二
級
技
能

士
ま
た
は
職
業
訓
練
指
導

員
が
在
籍

【
入
会
要
件
】

入
会
前
に
協
会
が
定
め
る

「
義
務
講
習
Ａ
」
を
受
講
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
会
費
等
】

入
会
金

三
千
円

年
会
費

一
万
円

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住

宅
対
策
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（（
一一
社社
））全全
建建
総総
連連

リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
協協
会会
のの
ごご
案案
内内

足足
場場
のの
組組
立立
てて
等等
作作
業業
主主
任任
者者

技技
能能
講講
習習
開開
催催
中中
止止
にに
つつ
いい
てて

こ
の
講
習
会
は
、
愛
知
県
建

築
物
地
震
対
策
推
進
協
議
会

（
愛
知
県
及
び
県
内
の
市
町
村

と
建
築
主
要
関
係
団
体
で
構

成
）
の
主
催
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

講
座
内
容
は
、
行
政
の
取
り

組
み
の
最
新
情
報
、
耐
震
改
修

の
先
進
事
例
、
実
用
的
な
耐
震

改
修
工
法
等
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

■
開
催
日
時
及
び
会
場

岡
崎

十
月
三
十
一
日
（
月
）

午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分

岡
崎
市
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル

岡
崎
市
朝
日
町
３-

３６-

５

名
古
屋

十
一
月
一
日
（
火
）

午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分

イ
ー
ブ
ル
な
ご
や

名
古
屋
市
中
区
大
井
町
７-

２５

■
内
容

①
補
助
制
度
と
推
進
事
業
者

制
度
等
…
愛
知
県
建
築
局

公
共
建
築
部
住
宅
計
画
課

②
安
価
な
耐
震
改
修
工
法
の

意
義
…
名
古
屋
工
業
大
学

大
学
院

教
授

井
戸
田

秀
樹
氏

③
耐
震
改
修
先
進
地
区
活

用
・
耐
震
事
例
と
魅
力
…

市
町
村
耐
震
改
修
推
進

④
耐
震
改
修
工
事
の
融
資
等

…
住
宅
金
融
支
援
機
構
東

海
支
店

■
受
講
料

無
料

■
定
員

百
三
十
名

■
締
切

十
月
十
四
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

建
設
技
能
者
の
能
力
評
価
制

度
に
お
い
て
、
最
上
位
と
な
る

レ
ベ
ル
４
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

「
登
録
建
築
大
工
基
幹
技
能
者

講
習
」
を
以
下
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
積
極
的

な
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

・
十
月
二
十
七
日
（
木
）

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
五
十
分

・
十
月
二
十
八
日
（
金
）

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
五
十
五
分

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
定
員

三
十
名

■
受
講
資
格

次
の
①
～
③
を
全
て
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

①
建
築
大
工
職
種
に
お
い
て
、

十
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ

る
こ
と

②
実
務
経
験
の
う
ち
、
三
年
以

上
の
職
長
（
棟
梁
）
経
験
が

あ
る
こ
と

③
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教

育
の
修
了
を
原
則
と
し
、
次

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し

て
い
る
こ
と

ａ
、
一
級
建
築
大
工
技
能
士

ｂ
、
枠
組
壁
建
築
技
能
士

ｃ
、
一
級
・
二
級
建
築
施
工

管
理
技
士

ｄ
、一
級
・
二
級
・
木
造
建
築
士

ｅ
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
マ
イ
ス

タ
ー

■
受
講
料
金

四
万
四
千
円
（
消
費
税
込
）

■
講
習
内
容

基
幹
技
能
者
の
あ
り
方
、
労

働
安
全
衛
生
法
、
施
工
・
工

程
・
資
材
・
原
価
・
品
質
・

安
全
管
理
、
試
験

等

■
締
切

十
月
六
日
（
木
）

■
申
込

受
講
申
込
を
さ
れ
た
方
に

は
、
別
途
、
申
請
書
等
を
お

送
り
し
ま
す
。

■
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
本
制
度
は
、
平
成
八
年
に
専
門

工
事
業
団
体
に
よ
る
民
間
資
格

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
平
成
二
十
年
一
月
に
建
設

業
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、

新
た
に
「
登
録
基
幹
技
能
者
制

度
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
同
年
四
月
以
降
に
国
土

交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
機

関
が
実
施
す
る
登
録
基
幹
技
能

者
講
習
の
終
了
者
は
、
登
録
基

幹
技
能
者
と
し
て
認
め
ら
れ
、

経
営
事
項
審
査
に
お
い
て
も
評

価
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

登
録
基
幹
技
能
者
の
配
置
が
「
総

合
評
価
」
の
加
点
対
象
項
目
と
な
っ

て
お
り
、
元
請
企
業
の
「
優
良
技

能
者
認
定
制
度
」
に
お
け
る
認
定

要
件
と
し
て
、
登
録
基
幹
技
能
者

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

平
成
三
十
年
四
月
一
日
よ
り
、
建

設
業
法
第
二
十
六
条
の
主
任
技
術

者
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
ま
た
、
平
成
三
十
一
年

四
月
か
ら
本
運
用
を
開
始
し
た
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
で
は
、
能
力
評
価
基
準
の

最
高
位
で
あ
る
レ
ベ
ル
４
と
し
て

登
録
基
幹
技
能
者
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

２２
００
２２
２２
年年
度度
ああ
いい
ちち
耐耐
震震
改改
修修

ＮＮ
倍倍
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

「「
登登
録録
建建
築築
大大
工工

基基
幹幹
技技
能能
者者
講講
習習
」」開開
催催

耐耐
震震
改改
修修
推推
進進
講講
習習
会会

（（
設設
計計
・・
施施
工工
））開開
催催

申
込
者
が
少
数
の
場
合
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
よ
り
、
予
定
し
て
お
り
ま
す
講
習
を
「
中
止
」
と
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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（６）2022（令和４）年10月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

七
月
二
十
四
日
（
日
）
海
部

支
部
で
は
、
健
康
体
力
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
稲
沢
グ
ラ
ン

ド
ボ
ウ
ル
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
二
年
半
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
総
勢
四
十

二
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

二
ゲ
ー
ム
の
合
計
ス
コ
ア
を

競
い
合
い
、
総
合
・
ジ
ュ
ニ

ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ

順
位
を
決
め
賞
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
な
ん
と
女
性

で
縣
政
美
さ
ん
ス
コ
ア
は
二

ゲ
ー
ム
合
計
で
二
百
九
十
九
点

で
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
優
勝
は
鈴
木
大
翔

く
ん
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
優
勝
は

林
純
子
さ
ん
で
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
後
は
食
事
会
を

し
て
、
支
部
の
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

【
蟹
江
孝
紀
通
信
員
】

一
宮
市
は
、
大
正
十
年
九
月

一
日
に
市
政
を
施
行
し
、
今
年

で
一
〇
一
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
九
月

一
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
一
宮
市
尾
西
市
民
会
館
に

お
い
て
、
「
市
政
施
行
一
〇
一

周
年
記
念
式
典
」
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
産
業
・
体

育
・
社
会
福
祉
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
百
名
・
二
十
六
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
一

宮
支
部
の
武
藤
貴
紀
さ
ん
（
内

装
工
／
五
十
六
歳
）
と
、
木
曽

川
支
部
の
井
波
和
美
さ
ん
（
建

築
大
工
／
七
十
五
歳
）
の
二
人

の
組
合
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。武

藤
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な

立
派
な
表
彰
を
い
た
だ
け
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
推
薦
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

一
宮
支
部
役
員
の

皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
約
三
十

年
、
内
装
工
と
し

て
、
毎
日
現
場
に

立
ち
汗
を
流
し
て

き
ま
し
た
。
今
に
満
足
す
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
技
術
を

磨
く
た
め
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
、
受
賞
さ
れ
た
喜
び

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

井
波
さ
ん
は
、
「
大
変
光
栄

で
す
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
け
た
の
も
、
長
年
付
き
添
っ

た
妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

道
、
六
十
年
、
ひ
た
向
き
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら

生
涯
現
場
で
活
躍
し
て
い
き
た

い
」
と
、
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

受
賞
さ
れ
た
武
藤
さ
ん
、
井

波
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

海
部
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

子
供
も
大
人
も
楽
し
め
ま
し
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
宮
市
技
能
功
労
者
表
彰

さぁ～いくぞ

武藤貴紀さん（一宮支部）

かんぱ～い

七
月
三
十
一
日
（
日
）
、
港

支
部
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

発
生
後
、
三
年
ほ
ど
で
き
な

か
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

行
先
は
伊
良
湖
で
、
参
加
者

四
十
二
人
、
バ
ス
二
台
を
連

ね
、
メ
ロ
ン
狩
り
・
恋
路
ヶ
浜

（
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
を
楽

し
み
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
で
気
温
も
三
十

五
度
以
上
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
だ
け
で
は
な
く
熱

中
症
に
も
気
を
付
け
な
が
ら
出

発
し
ま
し
た
。

車
中
で
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か

ら
、
メ
ロ
ン
は
網
目
が
細
か
く

浮
き
出
し
た
物
が
美
味
し
い
と

説
明
を
聞
き
、
メ
ロ
ン
狩
り
の

ハ
ウ
ス
で
は
、
沢
山
成
っ
た
ハ

ウ
ス
の
メ
ロ
ン
の
中
か
ら
二
個

選
び
箱
に
入
れ
、
重
い
重
い
と

言
い
な
が
ら
も
み
な
さ
ん
満
足

顔
で
し
た
。

メ
ロ
ン
狩
り
の
後
は
「
ニ
ュ

ー
渥
美
観
光
」
で
、
甘
く
て
み

ず
み
ず
し
い
メ
ロ
ン
半
玉
を
試

食
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。恋

路
ヶ
浜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

は
、
暑
さ
と
砂
の
照
り
返
し
が

強
い
中
「
幸
せ
の
鐘
」
と
浜
辺

の
水
遊
び
を
楽
し
み
、
「
サ
ン

テ

パ

ル

ク

た

は

ら
」
で

は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
、
久
し

ぶ
り
に
行
え
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
組
合

員
さ
ん
と
他
の
行
事
が
行
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
岡
本
和
代
通
信
員
】

港
支
部
／
伊
良
湖
メ
ロ
ン
狩
り

甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
メ
ロ
ン

井波和美さん（木曽川支部）

甘くて最高に美味しい

雇雇用用保保険険料料率率がが変変わわりりまますす！！！！
令和4年3月30日に「雇用保険法等の一部を改正する法

律案」が国会で成立しました。それにより、雇用保険法が改

正され、2022年は4月と10月に雇用保険料率が二段階

に分けて引き上げられます。4月からは事業主負担の保険

料率のみが変更となっておりましたが、10月からは、労

働者負担・事業主負担両方の保険料率が変更となります。 幸せの鐘 カランカラン

〈令和４年４月１日～9月30日〉
共済福祉部主催／勉強会

もしもの時に役立つ…
応急手当（ＡＥＤ）講習開催

〈令和４年10月１日～令和５年３月31日〉 今年の勉強会は、応急手当（ＡＥＤ）講習を行います。皆さんの周りで、

突然人が倒れて戸惑った経験はありませんか。もしもの時に役立つよう

に、知識や対応方法等を身に付けておきましょう。

名古屋市応急手当研修センターより講師を招き、成人又は小児・乳児に

対する心肺蘇生法、ＡＥＤの取扱い方法等を学びます。

勉強会では、感染予防対策を徹底して、参加者の皆さんに安心して参加

いただけるよう、万全の体制を取っております。

ぜひ、この機会に勉強会への参加をご検討ください。

※参加者が少数または新型コロナウイルス感染拡大

状況により、開催を中止させていただく場合もあ

りますのでご承知おきください。

■日時 令和４年11月20日（日）午前10時30分～正午

■会場 全建愛知会館

■会費 無料

■定員 20名（定員満了次第締切）

■締切 令和４年11月７日（月）

■申込・問合 共済福祉部までご連絡ください。

給給与与へへのの反反映映ののタタイイミミンンググにに注注意意
10月の料率変更は「10月支給」ではなく

「10月分」である事に気をつけましょう！！

総支給300,000円
300,000×４/1,000＝1,200円

総支給300,000円
300,000×６/1,000＝1,800円

①＋②
雇用保険料率

12.5
1,000

9.5
1,000

②
労働者負担

４
1,000

３
1,000

①
事業主負担

8.5
1,000

6.5
1,000

負担者

事業の種類

建設の事業

一般の事業

①＋②
雇用保険料率

16.5
1,000

13.5
1,000

②
労働者負担

６
1,000

５
1,000

①
事業主負担

10.5
1,000

8.5
1,000

負担者

事業の種類

建設の事業

一般の事業

参加者募集
中

9月末締め10月10日払い

10月20日締め10月末払い

例１

例２
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シシニニアア倶倶楽楽部部

2022（令和４）年10月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（７）

一
宮
支
部
／

住
宅
デ
ー
（
緑
化
フ
ェ
ア
）

■
日
程

十
月
一
日
（
土
）

～
二
日
（
日
）

■
会
場

１
３
８
タ
ワ
ー
パ
ー
ク

一
宮
支
部
／

住
宅
デ
ー
（
稲
沢
ま
つ
り
）

■
日
程

十
月
十
五
日
（
土
）

～
十
六
日
（
日
）

■
会
場

国
府
宮
神
社
参
道

春
日
井
支
部
／

住
宅
デ
ー（
春
日
井
ま
つ
り
）

■
日
程

十
月
十
五
日
（
土
）

～
十
六
日
（
日
）

■
会
場

春
日
井
市
役
所

小
牧
支
部
／

住
宅
デ
ー
（
小
牧
市
民
祭
）

■
日
程

十
月
十
五
日
（
土
）

～
十
六
日
（
日
）

■
会
場

小
牧
山

北
支
部
／
住
宅
デ
ー

（
き
た
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

■
日
程

十
月
十
六
日
（
日
）

■
会
場

高
速
道
路
公
社
イ
ベ

ン
ト
広
場

緑
支
部
／
住
宅
デ
ー（
区
民
祭
）

■
日
程

十
月
二
十
二
日
（
土
）

■
会
場

大
高
緑
地
公
園

津
島
支
部
（
愛
西
地
域
）
／

住
宅
デ
ー

あ
い
さ
い
さ
ん
祭
り

■
日
程

十
月
三
十
日
（
日
）

■
会
場

愛
西
市
役
所
庁
舎
東

駐
車
場

岡
崎
支
部
／

住
宅
デ
ー
（
商
工
フ
ェ
ア
）

■
日
程

十
一
月
五
日
（
土
）

～
六
日
（
日
）

■
会
場

岡
崎
公
園

尾
北
支
部
／
住
宅
デ
ー

あ
つ
ま
れ
い
ぬ
や
ま
っ
こ

■
日
程

十
一
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場

犬
山
市
南
部
公
民
館

瑞
穂
支
部
／

住
宅
デ
ー（
区
民
ま
つ
り
協
賛
）

■
日
程

十
一
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場

パ
ロ
マ
瑞
穂
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

豊
田
支
部
青
年
部
／

ブ
ド
ウ
狩
り
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ

■
日
程

十
月
二
日
（
日
）

■
会
場

マ
ル
京
果
園

碧
海
支
部
／
支
部
交
流
会

五
十
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
月
二
日
（
日
）

■
会
場

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

南
支
部
／
近
江
八
幡
散
策
の
旅

健
康
体
力
づ
く
り

■
日
程

十
月
二
日
（
日
）

■
行
先

琵
琶
湖
温
泉
・

水
郷
め
ぐ
り

岡
崎
支
部
／
ビ
ン
ゴ
大
会
・

温
泉
一
泊
旅
行

五
十
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
月
八
日
（
土
）

～
九
日
（
日
）

■
行
先

三
谷
温
泉
ホ
テ
ル
明
山
荘

北
支
部
主
婦
の
会
／
劇
団
四
季

キ
ャ
ッ
ツ
と
ホ
テ
ル
ス
イ
ー
ツ

■
日
程

十
月
九
日
（
日
）

■
会
場

名
古
屋
四
季
劇
場

ス
ト
リ
ン
グ
ス
ホ
テ
ル

瑞
穂
支
部
／
秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー

健
康
体
力
づ
く
り

■
日
程

十
月
十
六
日
（
日
）

■
行
先

伊
勢
外
宮
・
内
宮
、
参

拝
・
散
策
、
ヴ
イ
ソ
ン

尾
北
支
部
／
霊
峰
富
士
と
駿
河

湾
を
望
む
絶
景
温
泉
一
泊
旅
行

五
十
周
年
記
念
事
業
・

支
部
周
年
事
業

■
日
程

十
月
二
十
二
日
（
土
）

～
二
十
三
日
（
日
）

■
行
先

三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
・

伊
豆
伊
東
温
泉
他

津
島
支
部
青
年
部
／

ナ
ガ
シ
マ
リ
ゾ
ー
ト

■
日
程

十
月
二
十
三
日
（
日
）

■
会
場

長
島
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

中
川
熱
田
支
部
／
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
・
神
戸

■
日
程

十
月
二
十
九
日
（
土
）

～
三
十
日
（
日
）

■
行
先

Ｕ
Ｓ
Ｊ
・
神
戸
異
人
館

春
日
井
支
部
／
秋
レ
ク

健
康
体
力
づ
く
り

■
日
程

十
一
月
六
日
（
日
）

■
会
場

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

（
現
地
集
合
現
地
解
散
）

小
牧
支
部
／
二
泊
旅
行

■
日
程

十
一
月
五
日
（
土
）

～
七
日
（
月
）

■
行
先

四
国
他

一
宮
支
部
／
北
陸
・
和
倉
温
泉

一
泊
旅
行
・
五
十
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
一
月
十
二
日
（
土
）

～
十
三
日
（
日
）

■
行
先

北
陸
方
面

碧
海
支
部
青
年
部
／
親
子
サ
バ
ゲ
ー

■
日
程

十
一
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場

ブ
レ
イ
ブ
ポ
イ
ン
ト

名
古
屋
店

津
島
支
部
／

お
泊
り
関
西
お
笑
い
ツ
ア
ー

五
十
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

～
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花

月
～
淡
路
洲
本
温
泉

～
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド

■
問
合

三
浦
雅
彦

℡
０
９
０-

９
０
２
８-

７
２
８
８

豊
田
支
部
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

■
日
程

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

■
行
先

Ｕ
Ｓ
Ｊ

旭
瀬
戸
支
部
／
往
復
新
幹
線
で

行
く
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
旅

組
合
五
十
周
年
及
び

支
部
二
十
五
周
年
記
念
事
業

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

Ｕ
Ｓ
Ｊ

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／

秋
の
京
都
の
旅

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

京
都
伏
見
稲
荷
他

豊
橋
支
部
／
バ
ス
レ
ク

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
と
伊
勢
神
宮
内
宮
参
拝

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先

三
重
県

緑
支
部
／
懇
親
会
マ
グ
ロ
の

解
体
シ
ョ
ー
寿
司
食
べ
放
題

■
日
程

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場

石
亭

千
種
支
部
／
支
部
一
泊
研
修

■
日
程

十
二
月
四
日
（
日
）

～
五
日
（
月
）

■
行
先

伊
豆
方
面

中
村
支
部
シ
ニ
ア
倶
楽
部
／

懇
親
会

■
日
時

十
月
十
五
日
（
土
）

午
前
八
時
四
十
分
、
近
鉄
名

古
屋
駅
へ
集
合

■
会
場

ニ
ュ
ー
ハ
ー
ト
ピ
ア

長
島
温
泉

℡
０
５
９
４-

４
２-

２
６
６
１

■
会
費

四
千
円

別
途
、
交
通
費
往
復

八
百
二
十
円

■
備
考

十
六
名
以
上
の
参
加

者
が
あ
れ
ば
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
送
迎
に
な
り
ま
す

そ
の
際
は
、
午
前
九
時
三
十

分
、
名
古
屋
駅
西
中
村
椿
消

防
署
前
へ
集
合

奮
っ
て
ご
参
加
を
！

■
申
込
・
問
合

柴
田
幹
ま
で

℡
０
９
０-

３
１
５
４-

７
４
７
５

北
支
部
壮
年
部
主
催
／

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
時

十
一
月
二
十
日
（
日
）

午
後
十
二
時
三
十

分
、
会
場
へ
集
合

■
会
場

小
牧
コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ

ト
ボ
ー
ル

■
会
費

五
百
円

■
参
加
資
格

支
部
組
合
員
・

配
偶
者
（
子
供
・
孫

も
含
む
）

■
定
員

先
着
三
十
名

■
締
切

十
月
二
十
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合

田
中
元
光
ま
で

�
０
５
８
７-

３
７-

４
０
２
６

℡
０
９
０-

３
５
５
３-

４
９
２
９

【
注
意
】

予
定
さ
れ
る
前
記
の
行
事

は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
「
中

止
」
ま
た
は
「
延
期
」
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新

情
報
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
・
東
野

圭
吾
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
の
映
画

化
第
３
弾
。
福
山
雅
治
演
じ
る

天
才
的
物
理
学
者
が
科
学
的
検

証
と
鮮
や
か
な
推
理
で
難
事
件

を
解
決
し
ま
す
。

変
人
で
知
ら
れ
る
帝
都
大
学

教
授
・
湯
川
学
（
福
山
）
の
も

と
に
、
刑
事
・
内
海
薫
（
柴
咲

コ
ウ
）
が
事
件
の
相
談
に
訪
れ

ま
す
。
数
年
前
に
行
方
不
明

と
な
っ
た
女
子
学
生
が
遺
体

と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
事

件
。
容
疑
者
は
、
湯
川
の
親

友
で
あ
る
刑
事
・
草
薙
俊
平

（
北
村
一
輝
）
が
か
つ
て
担

当
し
た
少
女
殺
害
事
件
で
完

全
黙
秘
を
貫
き
、
無
罪
と

な
っ
た
男
で
し
た
。

男
は
今
回
も
完
全
黙
秘
の

末
に
証
拠
不
十
分
で
釈
放
さ

れ
、
女
子
学
生
が
住
ん
で
い

た
町
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
男

に
対
す
る
憎
悪
で
覆
わ
れ
た

町
。
そ
し
て
夏
祭
り
の
パ

レ
ー
ド
の
日
、
男
の
死
体
が

発
見
さ
れ
…
。

絡
み
合
う
ミ
ス
テ
リ
ー
と

善
意
に
あ
ふ
れ
た
人
々
の
人

間
模
様
に
引
き
込
ま
れ
て
い

く
作
品
で
す
。
９
月
１６
日
全

国
公
開
。

ひ
と
く
ち

映
画
情
報

日日
帰帰
りり
研研
修修
会会

中中
止止
のの
おお
知知
らら
せせ

例
年
十
月
頃
に
開
催
し
て
い

ま
す
「
シ
ニ
ア
倶
楽
部
／
日
帰

り
研
修
会
」
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
皆
さ
ん
の
安
全

を
最
優
先
に
考
え
、
今
年
度
も

「
中
止
」
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
お
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
方
々
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
回
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
々
が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育

環
境
作
り
を
応
援
す
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
書
き

損
じ
た
ハ
ガ
キ
等
を
集
め
、
国

際
協
力
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
枚
で
も
多
く
の
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
組
合
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

使
用
済
み
切
手

組
合
で
は
、
「
使
用
済
み
切

手
」
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
切
手
は
、
「
中
部
善

意
銀
行
」
へ
お
送
り
し
、
県
内

の
様
々
な
社
会
福
祉
に
あ
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
が
助
け
合
い

に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
ん
な
使
用
済
み
切
手
が
役

立
ち
ま
す
。

■
回
収

年
間
を
通
じ
て
実
施
。
組
合

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

組
合
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い

工事代金の不払いや、土地・

家屋の紛争、生活上の悩みな

ど、困ったときには組合の顧問

弁護士をご紹介いたします。

初回の電話相談料は、組合

が負担しています。

お問い合わせは、組合まで

ご連絡ください。

顧問弁護士を紹介します
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◎
季
節
は
秋
へ
と

今
年
は
四
十
度
近
く
に
な
る

所
も
あ
る
。
か
な
り
の
猛
暑
で

し
た
が
、
や
っ
と
少
し
ず
つ
涼

し
く
な
り
過
ご
し
や
す
い
時
期

に
な
り
良
か
っ
た
で
す
。

【
緑
区
／
小
林
美
華
さ
ん
】

※
待
ち
遠
し
い
で
す
ね

◎
コ
オ
ロ
ギ
か
な
？

日
中
は
、
ま
だ
「
暑
い
」
な

と
感
じ
ま
す
が
、
夜
に
な
る
と

虫
の
声
に
秋
の
気
配
で
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
春
日
井
市
／
曽
我
美
代
子
さ
ん
】

※
心
地
い
い
音
色
で
す
ね

◎
次
は
君
た
ち
の
出
番
だ
ね

隣
の
広
い
畑
に
は
ト
ン
ボ
が

た
く
さ
ん
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
秋
が
近
い
で
す
ね
。

【
一
宮
市
／
武
藤
貴
紀
さ
ん
】

※
山
か
ら
お
り
て
き
ま
し
た
ね

◎
成
長
が
楽
し
み

す
っ
か
り
、
朝
・
夕
、
涼
し

く
な
り
夏
野
菜
も
食
べ
つ
く
し

て
、
冬
野
菜
の
種
を
ま
き
始
め

ま
し
た
。
楽
し
み
で
す
。

【
犬
山
市
／
小
川
逸
子
さ
ん
】

※
収
穫
が
楽
し
み
で
す
ね

◎
皆
さ
ん
も
遊
び
に
行
か
れ
た
ら

先
日
、
三
重
県
の
湯
の
山
温

泉
に
家
族
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
お
泊
り
旅
行
は
、
も
う
十

年
振
り
ぐ
ら
い
で
す
。
御
在
所

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
も
乗
っ
て
き

ま
し
た
。
山
頂
は
、
涼
し
く
て

最
高
で
し
た
。

【
尾
張
旭
市
／
近
藤
靖
さ
ん
】

※
御
在
所
、
良
い
所
で
す
ね

◎
い
よ
い
よ
再
開
し
ま
し
た

「
三
年
振
り
の
開
催
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
た
夏
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
涼
し
く
な
っ

て
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
予
防

接
種
も
ず
っ
と
続
い
て
い
く
の

か
も
、
気
に
な
り
ま
す
。

【
豊
田
市
／
内
山
昌
子
さ
ん
】

※
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
…

◎
口
の
動
き
が
見
た
い
の
に

聞
こ
え
に
や
や
難
の
あ
る
身

に
は
マ
ス
ク
ご
し
の
会
話
は
も

ど
か
し
い
。
口
許
こ
そ
が
言
葉

を
読
み
取
る
カ
ギ
な
の
で
早
く

コ
ロ
ナ
に
消
え
て
も
ら
い
た

い
。

【
尾
張
旭
市
／
前
田
眞
知
子
さ
ん
】

※
迷
惑
な
こ
と
で
す
ね

◎
あ
～
つ
い
に
老
眼
か
ぁ

ず
っ
と
、
頑
張
っ
て
い
た
私

の
目
。
最
近
は
老
眼
が
進
み
新

聞
も
眼
鏡
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
も
、
や
っ

と
の
思
い
で
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
何

か
が
で
き
る
っ
て
嬉
し
い
で
す

ね
。

【
犬
山
市
／
大
門
弘
子
さ
ん
】

※
眼
鏡
も
立
派
な
オ
シ
ャ
レ
ア
イ
テ
ム
で
す

◎
私
の
盗
ら
な
い
で

お
魚
好
き
の
老
犬
の
た
め
に

無
塩
の
鮭
を
お
取
り
寄
せ
し
て

い
ま
す
が
、
本
来
人
間
用
な
の

で
人
間
も
夕
飯
の
お
か
ず
と
し

て
食
べ
始
め
ま
し
た
。
そ
の
時

の
ワ
ン
コ
の
顔
と
き
た
ら
…
自

分
の
魚
を
盗
っ
た
と
言
わ
ん
ば

か
り
に
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
と
鳴
き

な
が
ら
抗
議
し
て
き
ま
す
。
可

愛
い
い
！

【
天
白
区
／
竹
内
英
男
さ
ん
】

※
愛
く
る
し
い
姿
で
す
ね

◎
待
っ
て
～
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

孫
娘
小
五
と
岐
阜
城
金
華
山

の
め
い
想
の
小
径
を
登
山
し
ま

し
た
。
孫
に
は
待
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
、
ど
う
に
か
登
頂
し
ま

し
た
。
だ
ん
だ
ん
置
い
て
き
ぼ

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

【
春
日
井
市
／
中
村
定
義
さ
ん
】

※
登
頂
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
甘
酒
、
お
ス
ス
メ
で
す

最
近
、
甘
酒
に
は
ま
り
ま
し

た
。
豆
乳
と
混
ぜ
る
と
、
飲
み

や
す
く
と
て
も
美
味
し
い
で

す
。
甘
酒
は
「
飲
む
点
滴
」
と

言
わ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
何
と

な
く
お
肌
も
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ

て
き
た
気
が
し
ま
す
。

【
春
日
井
市
／
内
田
優
美
さ
ん
】

※
効
果
抜
群
で
す
ね

◎
お
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

実
父
が
還
暦
を
迎
え
、
家
族

で
「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
の

会
」
を
開
き
会
食
し
、
お
祝
い

し
ま
し
た
。
家
族
が
全
員
集

ま
っ
て
「
お
父
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
」
と
花
束
を
進
呈
。

う
れ
し
そ
う
な
父
親
で
し
た
。

【
尾
張
旭
市
／
野
々
川
早
織
さ
ん
】

※
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令令
和和
四四
年年
度度

全全
国国
労労
働働
衛衛
生生
週週
間間

スローガン
本

週

間

令
和
四
年
十
月
一
日
～
七
日
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健健
康康
職職
場場

自動引落のお知らせ
今月の組合費等の自動引落日は

27日（木）です。26日（水）までに、

預金残高をご確認ください。

尚、引落不能

の場合は、下表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

時間額愛知県最低賃金は

998866円円
令和４年10月１日から

パート、アルバイトの方、
学生さんもすべての人に適
用されます。

雇う上でも、働く上でも、最低限のルール。
使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金。 にに改改定定さされれままししたた。。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
近
況
報
告

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
鼻
が
ム
ズ
ム
ズ
、
も
う
が
ま

ん
で
き
な
～
い

④
よ
く
見
か
け
る
キ
ノ
コ
の
一
種

⑥
鮮
…
、
人
…
、
木
…

⑦
「
こ
し
ゅ
う
」
と
も
い
い
ま
す

⑨
た
く
さ
ん
食
べ
る
男
性

⑪
イ
ン
デ
ィ
ゴ
は
…
色
の
染
料

⑫
秋
の
七
草
の
一
つ

⑬
甲
羅
を
背
負
っ
た
は
虫
類
で
す

⑭
一
休
さ
ん
と
い
え
ば

⑯
江
戸
時
代
の
蘭
学
者
・
青
木

昆
陽
が
全
国
に
広
め
た
…
イ
モ

⑱
パ
ラ
ダ
イ
ス
。
地
上
の
…

⑳
キ
ャ
ッ
プ
と
か
ハ
ッ
ト
と
か

㉑
ア
フ
リ
カ
の
代
表
的
な
動

物
。
二
色
で
描
き
ま
す

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
「
豆
腐
に
か
す
が
い
」
。
そ
れ

で
は
、「
ぬ
か
」
と
い
え
ば

②
初
め
て
お
会
い
し
ま
す
ね

③
人
を
お
だ
て
て
持
ち
上
げ
る

時
に
担
ぎ
ま
す
ね

④
上
品
で
落
ち
着
い
た
感
じ

⑤
デ
ニ
ム
生
地
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
、

ズ
ボ
ン
と
い
え
ば

⑧
…
置
、
…
方
、
…
理

⑩
互
い
の
意
見
を
譲
ら
な
い
こ

と
で
生
じ
る
不
和

⑪
♪
夕
焼
け
小
焼
け
の
…

⑮
広
告
を
か
い
た
紙

⑯
秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
す

⑰
漫
画
家
・
手
塚
治
虫
の
作
品

の
一
つ
。
「
…
大
使
」

⑲
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
画
家

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所

・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き

た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
十
月

十
一
日
（
火
）
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
�

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

ナ
ツ
ヤ
マ
ト
ザ
ン

■
当
選
者

小
田

順
一
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
十
一
月
号
の
原
稿
締
切

十
月
六
日
（
木
）

【
編
集
後
記
】

◎
も
～
早
い
も
の
で
１０
月
に

な
り
ま
し
た
ね
。
今
年

も
、
あ
と
３
ヶ
月
。
早
い

の
一
言
で
す
。
や
り
残
し

た
こ
と
な
い
か
な
？
１
日

１
日
を
大
切
に
過
ご
さ
な

い
と
。

◎
一
頁
、
９
月
２５
日
（
日
）

東
急
ホ
テ
ル
で
全
建
愛
知

結
成
５０
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
次
号
で
詳
細
を
お
伝

え
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

楽
し
み
に
～
。

○さ

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円

31円UP
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